
10

20

JP 7520811 B2 2024.7.23

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7520811号

(P7520811)
(24)登録日　令和6年7月12日(2024.7.12)(45)発行日　令和6年7月23日(2024.7.23)

(54)【発明の名称】　電源装置

(51)国際特許分類
　   Ｈ０１Ｍ 10/615 (2014.01)
　   Ｈ０１Ｍ 10/6571(2014.01)
　   Ｈ０１Ｍ 10/6553(2014.01)
　   Ｈ０１Ｍ 10/617 (2014.01)
　   Ｈ０１Ｍ 10/643 (2014.01)

ＦＩ
　Ｈ０１Ｍ 10/615 　　　　 　　　
　Ｈ０１Ｍ 10/6571 　　　　 　　　
　Ｈ０１Ｍ 10/6553 　　　　 　　　
　Ｈ０１Ｍ 10/617 　　　　 　　　
　Ｈ０１Ｍ 10/643 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2021-509311(P2021-509311)
(86)(22)出願日　 令和2年3月19日(2020.3.19)
(86)国際出願番号　 PCT/JP2020/012308
(87)国際公開番号　 WO2020/196266
(87)国際公開日　 令和2年10月1日(2020.10.1)

審査請求日　 令和5年1月18日(2023.1.18)
(31)優先権主張番号　特願2019-64716(P2019-64716)
(32)優先日　 平成31年3月28日(2019.3.28)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

日本国(JP)

(73)特許権者　 322003798
パナソニックエナジー株式会社
大阪府守口市松下町１番１号

(74)代理人　 110003225
弁理士法人豊栖特許事務所

(72)発明者　 大野  尉浩
大阪府大東市三洋町１番１号  三洋電機 
株式会社内

(72)発明者　 岡村  健太郎
大阪府大東市三洋町１番１号  三洋電機 
株式会社内

審査官　 早川  卓哉

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 両 端 に 正 極 と 負 極 と を 設 け て な る 複 数 の 電 池 セ ル か ら な る 電 池 ブ ロ ッ ク と 、
　 前 記 電 池 セ ル の 正 極 と 負 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て 、 前 記 電 池 セ ル を 電 気 接 続 し て い る 正  
極 リ ー ド 板 お よ び 負 極 リ ー ド 板 と 、
　 前 記 電 池 セ ル を 加 温 す る シ ー ト ヒ ー タ ー と を 備 え る 電 源 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 シ ー ト ヒ ー タ ー が 、
　 　 前 記 電 池 セ ル の 負 極 側 の 片 面 に 、
　 　 前 記 負 極 リ ー ド 板 を 介 し て 熱 結 合 状 態 に 積 層 さ れ て お り 、
  前 記 電 池 ブ ロ ッ ク が 、
    負 極 表 面 と 正 極 表 面 と が 交 互 に 同 一 平 面 に 位 置 す る 配 列 で 、 複 数 の コ ア モ ジ ュ ー ル を 配  
置 し て お り 、
  前 記 シ ー ト ヒ ー タ ー が 、
    各 々 の コ ア モ ジ ュ ー ル の 負 極 表 面 を 加 温 す る 複 数 の 加 温 シ ー ト 部 と 、
    隣 り 合 う 加 温 シ ー ト 部 を 連 結 す る 連 結 シ ー ト 部 と を 備 え 、
  前 記 連 結 シ ー ト 部 が 、
    前 記 コ ア モ ジ ュ ー ル の 前 記 正 極 表 面 に 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る  
電 源 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 す る 電 源 装 置 で あ っ て 、

請求項の数　9　（全14頁）　最終頁に続く
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　 前 記 電 池 ブ ロ ッ ク が 、
　 　 複 数 の コ ア モ ジ ュ ー ル に 分 割 さ れ て 、
　 前 記 コ ア モ ジ ュ ー ル は 、
　 　 複 数 の 電 池 セ ル を 備 え 、
　 前 記 コ ア モ ジ ュ ー ル は 、
　 　 複 数 の 電 池 セ ル が 互 い に 平 行 姿 勢 に 配 置 さ れ て 、
　 　 複 数 の 前 記 電 池 セ ル の 負 極 を 同 一 平 面 に 配 置 し て い る 前 記 負 極 表 面 と 、
　 　 複 数 の 前 記 電 池 セ ル の 正 極 を 同 一 平 面 に 配 置 し て い る 前 記 正 極 表 面 と を 対 向 面 に 配 置  
し て お り 、
　 前 記 コ ア モ ジ ュ ー ル は 、 前 記 負 極 表 面 と 前 記 正 極 表 面 に そ れ ぞ れ 前 記 負 極 リ ー ド 板 お よ  
び 正 極 リ ー ド 板 が 配 置 さ れ て 、
　 前 記 負 極 表 面 の 前 記 負 極 リ ー ド 板 は 、 複 数 の 前 記 電 池 セ ル の 負 極 に 接 続 さ れ て 、
　 前 記 正 極 表 面 の 前 記 正 極 リ ー ド 板 は 、 複 数 の 前 記 電 池 セ ル の 正 極 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 シ ー ト ヒ ー タ ー が 、
　 　 前 記 コ ア モ ジ ュ ー ル 片 面 の 負 極 表 面 側 に お い て 、
　 　 前 記 負 極 リ ー ド 板 の 表 面 に 熱 結 合 し て 積 層 さ れ て 、
　 　 前 記 負 極 リ ー ド 板 を 介 し て 、 前 記 電 池 セ ル を 一 方 の 端 部 で あ る 負 極 側 か ら 加 温 す る 構  
造 と し て な る こ と を 特 徴 と す る 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 す る 電 源 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 シ ー ト ヒ ー タ ー が 、
　 　 不 織 布 製 の 基 材 シ ー ト と 、
　 　 前 記 基 材 シ ー ト に 縫 着 さ れ て な る ヒ ー タ ー 線 と 、
　 　 前 記 ヒ ー タ ー 線 を 保 護 す る 絶 縁 シ ー ト と を 備 え 、
　 前 記 絶 縁 シ ー ト が 前 記 負 極 リ ー ド 板 に 接 触 し て 配 置 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 電 源 装  
置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 す る 電 源 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 加 温 シ ー ト 部 が 細 長 い 形 状 で 、
　 前 記 連 結 シ ー ト 部 が 、 前 記 加 温 シ ー ト 部 の 長 手 方 向 の 両 端 部 に 連 結 さ れ て な る こ と を 特  
徴 と す る 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 す る 電 源 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 連 結 シ ー ト 部 が 、 前 記 正 極 表 面 と の 間 に 絶 縁 隙 間 を 設 け て 配 置 さ れ て な る こ と を 特  
徴 と す る 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 す る 電 源 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 シ ー ト ヒ ー タ ー が 、
　 　 前 記 連 結 シ ー ト 部 に 縫 着 し て な る ヒ ー タ ー 線 を 備 え 、
　 前 記 連 結 シ ー ト 部 に 縫 着 し て な る 前 記 ヒ ー タ ー 線 と
　 前 記 加 温 シ ー ト 部 の 前 記 ヒ ー タ ー 線 が 連 続 す る ヒ ー タ ー 線 で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 源  
装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か に 記 載 す る 電 源 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 電 池 ブ ロ ッ ク を 収 納 し て な る 電 池 ケ ー ス を 備 え 、
　 前 記 電 池 ケ ー ス と 前 記 加 温 シ ー ト 部 と の 間 に ク ッ シ ョ ン シ ー ト が 配 置 さ れ 、
　 前 記 ク ッ シ ョ ン シ ー ト が 前 記 加 温 シ ー ト 部 を 前 記 負 極 リ ー ド 板 に 弾 性 的 に 押 圧 し て な る  
こ と を 特 徴 と す る 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か に 記 載 す る 電 源 装 置 で あ っ て 、
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　 前 記 電 池 ブ ロ ッ ク の 両 面 に 前 記 シ ー ト ヒ ー タ ー が 配 置 さ れ て 、
　 各 々 の 前 記 コ ア モ ジ ュ ー ル の 前 記 負 極 リ ー ド 板 に 前 記 加 温 シ ー ト 部 が 積 層 さ れ て 、
　 全 て の 前 記 電 池 セ ル の 負 極 側 に 対 向 し て 前 記 加 温 シ ー ト 部 を 配 置 し て な る こ と を 特 徴 と  
す る 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か に 記 載 す る 電 源 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 電 池 セ ル が 円 筒 形 電 池 で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 源 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 電 池 セ ル を 備 え る 電 源 装 置 で あ っ て 、 低 温 環 境 で 電 池 セ ル を 加 温 す る  
シ ー ト ヒ ー タ ー を 備 え る 電 源 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 複 数 の 電 池 セ ル を シ ー ト ヒ ー タ ー で 加 温 す る 電 源 装 置 は 開 発 さ れ て い る 。 （ 特 許 文 献 １  
参 照 ）
　 特 許 文 献 １ の 電 源 装 置 は 、 図 ９ の 分 解 斜 視 図 に 示 す よ う に 、 電 池 ブ ロ ッ ク ９ ０ の 両 面 に  
シ ー ト ヒ ー タ ー ９ ３ を 配 置 し て い る 。 電 池 ブ ロ ッ ク ９ ０ は 、 複 数 の 電 池 セ ル ９ １ を 平 行 姿  
勢 と し て 、 両 端 を 同 一 平 面 に 配 置 し て 、 両 面 に 配 置 す る リ ー ド 板 ９ ２ で 各 々 の 電 池 セ ル ９  
１ を 接 続 し て い る 。 シ ー ト ヒ ー タ ー ９ ３ は 、 リ ー ド 板 ９ ２ の 外 側 に あ る イ ン ナ ー ケ ー ス に  
積 層 し て 配 置 さ れ 、 間 接 的 に リ ー ド 板 ９ ２ を 介 し て 各 々 の 電 池 セ ル ９ １ を 加 温 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ２ １ ３ ９ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ９ の 電 源 装 置 は 、 各 々 の 電 池 セ ル ９ １ を 、 イ ン ナ ー ケ ー ス に 貼 っ た シ ー ト ヒ ー タ ー ９  
３ に よ り 、 電 池 セ ル ９ １ の 両 端 面 の リ ー ド 板 ９ ２ を 介 し て 間 接 的 に 加 温 し て い る 。 こ の 電  
源 装 置 は 、 電 池 セ ル を 両 端 か ら 加 温 し て 低 温 の 電 池 セ ル を 安 全 に 加 温 で き る が 、 熱 効 率 の  
確 保 が 難 し い 。 リ ー ド 板 に 直 接 シ ー ト ヒ ー タ を 貼 っ た 場 合 、 電 池 ブ ロ ッ ク の 両 端 面 に は 、  
正 極 リ ー ド 板 と 負 極 リ ー ド 板 が 互 い に 接 近 し て 配 置 さ れ て 、 そ の 表 面 に １ 枚 の シ ー ト ヒ ー  
タ ー を 積 層 し て い る か ら で あ る 。 正 極 リ ー ド 板 と 負 極 リ ー ド 板 の 表 面 に １ 枚 の シ ー ト ヒ ー  
タ ー を 積 層 す る 構 造 は 、 シ ー ト ヒ ー タ ー が 正 極 リ ー ド 板 と 負 極 リ ー ド 板 を シ ョ ー ト し て 安  
全 性 を 阻 害 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 さ ら に 従 来 の 電 源 装 置 が 有 す る 以 上 の 欠 点 を 解 消 す る こ と を 目 的 に 開 発 さ れ  
た も の で 、 本 発 明 の 目 的 の 一 は 、 各 々 の 電 池 セ ル を 効 率 よ く 加 温 し な が ら 、 高 い 安 全 性 を  
確 保 し て 信 頼 性 を 向 上 で き る 電 源 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の あ る 態 様 に か か る 電 源 装 置 は 、 両 端 に 正 極 １ Ａ と 負 極 １ Ｂ と を 設 け て な る 複 数  
の 電 池 セ ル １ か ら な る 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ と 、 電 池 セ ル １ の 正 極 １ Ａ と 負 極 １ Ｂ に 接 続 さ れ  
て 、 電 池 セ ル １ を 電 気 接 続 し て い る リ ー ド 板 ２ と 、 電 池 セ ル １ を 加 温 す る シ ー ト ヒ ー タ ー  
３ と を 備 え る 電 源 装 置 で あ っ て 、 シ ー ト ヒ ー タ ー ３ が 、 電 池 セ ル １ の 負 極 １ Ｂ 側 の 片 面 に  
、 リ ー ド 板 ２ を 介 し て 熱 結 合 状 態 に 積 層 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 上 の 電 源 装 置 は 、 電 池 セ ル を 加 温 し な が ら 、 高 い 安 全 性 を 確 保 し て 信 頼 性 を 向 上 で き  
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る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 電 源 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 電 源 装 置 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す 電 源 装 置 の 電 池 ケ ー ス を 取 り 除 い た 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す 電 池 ブ ロ ッ ク の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 電 源 装 置 の 電 池 ブ ロ ッ ク を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す 電 源 装 置 の 電 池 ブ ロ ッ ク に シ ー ト ヒ ー タ ー を 配 置 し た 状 態 を 示 す 平 面  
図 で あ る
【 図 ７ 】 図 １ に 示 す 電 源 装 置 の 拡 大 垂 直 断 面 図 で あ っ て 、 図 １ の Ｖ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ 線 断 面 図  
で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 す 電 源 装 置 の 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 電 源 装 置 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 で は 、 必 要 に 応 じ て  
特 定 の 方 向 や 位 置 を 示 す 用 語 （ 例 え ば 、 「 上 」 、 「 下 」 、 及 び そ れ ら の 用 語 を 含 む 別 の 用  
語 ） を 用 い る が 、 そ れ ら の 用 語 の 使 用 は 図 面 を 参 照 し た 発 明 の 理 解 を 容 易 に す る た め で あ  
っ て 、 そ れ ら の 用 語 の 意 味 に よ っ て 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 が 制 限 さ れ る も の で は な い 。 ま た  
、 複 数 の 図 面 に 表 れ る 同 一 符 号 の 部 分 は 同 一 も し く は 同 等 の 部 分 又 は 部 材 を 示 す 。
　 さ ら に 以 下 に 示 す 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 技 術 思 想 の 具 体 例 を 示 す も の で あ っ て 、 本 発 明  
を 以 下 に 限 定 す る も の で は な い 。 ま た 、 以 下 に 記 載 さ れ て い る 構 成 部 品 の 寸 法 、 材 質 、 形  
状 、 そ の 相 対 的 配 置 等 は 、 特 定 的 な 記 載 が な い 限 り 、 本 発 明 の 範 囲 を そ れ の み に 限 定 す る  
趣 旨 で は な く 、 例 示 す る こ と を 意 図 し た も の で あ る 。 ま た 、 一 の 実 施 の 形 態 、 実 施 例 に お  
い て 説 明 す る 内 容 は 、 他 の 実 施 の 形 態 、 実 施 例 に も 適 用 可 能 で あ る 。 ま た 、 図 面 が 示 す 部  
材 の 大 き さ や 位 置 関 係 等 は 、 説 明 を 明 確 に す る た め 、 誇 張 し て い る こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 の 電 源 装 置 は 、 両 端 に 正 極 と 負 極 と を 設 け て な る 複 数 の 電 池 セ ル か  
ら な る 電 池 ブ ロ ッ ク と 、 電 池 セ ル の 正 極 と 負 極 に 接 続 さ れ て 、 電 池 セ ル を 電 気 接 続 し て い  
る リ ー ド 板 と 、 電 池 セ ル を 加 温 す る シ ー ト ヒ ー タ ー と を 備 え る 電 源 装 置 で あ っ て 、 シ ー ト  
ヒ ー タ ー が 、 電 池 セ ル の 負 極 側 の 片 面 に 、 リ ー ド 板 を 介 し て 熱 結 合 状 態 に 積 層 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 の 電 源 装 置 は 、 シ ー ト ヒ ー タ ー で 各 々 の 電 池 セ ル を 負 極 側 の 片 面 か ら 加 温 し て 高 い  
安 全 性 を 確 保 し 、 電 源 装 置 と し て の 信 頼 性 を 向 上 で き る 特 徴 が あ る 。 電 池 セ ル は 、 金 属 製  
の 電 池 ケ ー ス に 絶 縁 し て 正 極 を 設 け て い る の で 、 正 極 側 の 端 部 に は 絶 縁 材 を 介 し て 負 極 が  
配 置 さ れ る 。 正 極 リ ー ド 板 と 負 極 リ ー ド 板 が 互 い に 接 近 し て 配 置 さ れ 、 そ の 表 面 に シ ー ト  
ヒ ー タ ー を 積 層 し た 場 合 、 電 源 装 置 は 、 シ ー ト ヒ ー タ ー の 導 電 部 や シ ー ト ヒ ー タ ー の 基 材  
シ ー ト に 吸 水 さ れ た 水 分 が 正 極 と 負 極 と を 短 絡 し 、 あ る い は 漏 電 し て 安 全 性 を 低 下 さ せ る  
原 因 と な る 。 電 池 セ ル の 負 極 側 の 端 部 は 、 外 装 缶 の 底 面 で あ っ て 正 極 の 反 対 側 の 端 部 に 位  
置 す る 。 外 装 缶 を 底 面 か ら 加 温 す る シ ー ト ヒ ー タ ー は 、 リ ー ド 板 か ら 供 給 さ れ る 熱 エ ネ ル  
ギ ー を 効 率 よ く 全 体 に 熱 伝 導 し て 、 電 池 セ ル の 全 体 を 速 や か に 加 温 で き る 。 電 池 セ ル の 正  
極 側 は 、 絶 縁 材 を 介 し て 正 極 を 配 置 し て い る 。 絶 縁 材 は 金 属 な ど に 比 較 し て 熱 伝 導 率 が 極  
め て 低 い 。 た と え ば 、 外 装 缶 に 使 用 さ れ る ア ル ミ ニ ウ ム に 比 較 し て 、 一 般 的 な 絶 縁 材 の 熱  
伝 導 率 は １ ／ １ ０ ０ 以 下 と 極 め て 小 さ く 、 リ ー ド 板 を 介 し て 正 極 に 供 給 さ れ る 熱 エ ネ ル ギ  
ー は 、 絶 縁 材 で 遮 断 さ れ て 効 率 よ く 外 装 ケ ー ス に は 伝 導 さ れ な い 。 し た が っ て 、 電 池 セ ル  
が 正 極 側 と 負 極 側 の 両 方 か ら 加 温 さ れ て も 、 正 極 側 に 供 給 さ れ る 熱 エ ネ ル ギ ー は 絶 縁 材 に  
遮 断 さ れ て 効 率 よ く 全 体 に は 伝 導 さ れ ず 、 負 極 側 に 供 給 さ れ る 熱 エ ネ ル ギ ー が 極 め て 効 率  
よ く 全 体 に 伝 導 さ れ る 。 以 上 の 電 源 装 置 は 、 電 池 セ ル を 負 極 側 の 片 面 か ら 加 温 し な が ら 、  
電 池 セ ル を 両 面 か ら 加 温 す る 装 置 に 匹 敵 す る 状 態 で 電 池 セ ル 全 体 を 加 温 し な が ら 、 高 い 安  
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全 性 を 確 保 で き る 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 の 電 源 装 置 は 、 電 池 ブ ロ ッ ク が 複 数 の コ ア モ ジ ュ ー ル に 分 割 さ れ て  
お り 、 コ ア モ ジ ュ ー ル は 複 数 の 電 池 セ ル を 備 え 、 コ ア モ ジ ュ ー ル は 、 複 数 の 電 池 セ ル が 互  
い に 平 行 姿 勢 に 配 置 さ れ て 、 複 数 の 電 池 セ ル の 負 極 を 同 一 平 面 に 配 置 し て い る 負 極 表 面 と  
、 複 数 の 電 池 セ ル の 正 極 を 同 一 平 面 に 配 置 し て い る 正 極 表 面 と を 対 向 面 に 配 置 し て お り 、  
コ ア モ ジ ュ ー ル は 、 負 極 表 面 と 正 極 表 面 に リ ー ド 板 が 配 置 さ れ て 、 負 極 表 面 の 負 極 リ ー ド  
板 は 、 複 数 の 電 池 セ ル の 負 極 に 接 続 さ れ て 、 正 極 表 面 の 正 極 リ ー ド 板 は 、 複 数 の 電 池 セ ル  
の 正 極 に 接 続 さ れ 、 シ ー ト ヒ ー タ ー が 、 コ ア モ ジ ュ ー ル 片 面 の 負 極 表 面 側 に お い て 、 負 極  
リ ー ド 板 の 表 面 に 熱 結 合 し て 積 層 さ れ て 、 負 極 リ ー ド 板 を 介 し て 、 電 池 セ ル を 一 方 の 端 部  
で あ る 負 極 側 か ら 加 温 す る 構 造 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 の 電 源 装 置 は 、 互 い に 平 行 姿 勢 に 配 置 し て い る 多 数 の 電 池 セ ル を 、 シ ー ト ヒ ー タ ー  
で 効 率 よ く 速 や か に 加 温 し な が ら 、 全 体 の 構 造 を 簡 素 化 し て 能 率 よ く 多 量 生 産 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 の 電 源 装 置 は 、 シ ー ト ヒ ー タ ー が 、 不 織 布 製 の 基 材 シ ー ト と 、 基 材  
シ ー ト に 縫 着 さ れ て な る ヒ ー タ ー 線 と 、 ヒ ー タ ー 線 を 保 護 す る 絶 縁 シ ー ト と を 備 え 、 絶 縁  
シ ー ト を リ ー ド 板 に 接 触 し て 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 の 電 源 装 置 は 、 シ ー ト ヒ ー タ ー の ヒ ー タ ー 線 を 確 実 に 絶 縁 し な が ら 、 シ ー ト ヒ ー タ  
ー で 各 々 の 電 池 セ ル を 均 一 に 加 温 で き る 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 態 様 の 電 源 装 置 は 、 電 池 ブ ロ ッ ク が 、 負 極 表 面 と 正 極 表 面 と が 交 互 に 同  
一 平 面 に 位 置 す る 配 列 で 、 複 数 の コ ア モ ジ ュ ー ル を 配 置 し て お り 、 シ ー ト ヒ ー タ ー が 、 各  
々 の コ ア モ ジ ュ ー ル の 負 極 表 面 を 加 温 す る 複 数 の 加 温 シ ー ト 部 と 、 隣 り 合 う 加 温 シ ー ト 部  
を 連 結 す る 連 結 シ ー ト 部 と を 備 え 、 連 結 シ ー ト 部 が 、 コ ア モ ジ ュ ー ル の 正 極 表 面 に 対 向 す  
る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の 電 源 装 置 は 、 電 池 ブ ロ ッ ク の 表 面 に 加 温 シ ー ト 部 と 連 結 シ ー ト 部 と か ら な る 一 枚  
の シ ー ト ヒ ー タ ー を 配 置 し て 、 全 て の 電 池 セ ル を 、 正 極 側 か ら 加 温 す る こ と な く 、 負 極 側  
の 片 面 か ら 効 率 よ く 速 や か に 加 温 し て 、 高 い 安 全 性 を 確 保 で き る 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 態 様 の 電 源 装 置 は 、 加 温 シ ー ト 部 が 細 長 い 形 状 で 、 連 結 シ ー ト 部 を 加 温  
シ ー ト 部 の 長 手 方 向 の 両 端 部 に 連 結 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の 電 源 装 置 は 、 電 池 ブ ロ ッ ク の 表 面 に 配 置 す る シ ー ト ヒ ー タ ー の 加 温 シ ー ト 部 を 、  
簡 単 か つ 容 易 に 、 し か も 正 確 な 位 置 に 配 置 し て 、 リ ー ド 板 を 介 し て 各 々 の 電 池 セ ル の 負 極  
側 を 効 率 よ く 加 温 で き る 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 態 様 の 電 源 装 置 は 、 連 結 シ ー ト 部 を 、 正 極 表 面 と の 間 に 絶 縁 隙 間 を 設 け  
て 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の 電 源 装 置 は 、 シ ー ト ヒ ー タ ー に よ る 正 極 側 の 加 温 を 確 実 に 阻 止 し な が ら 、 シ ー ト  
ヒ ー タ ー を 電 池 ブ ロ ッ ク の 表 面 に 配 置 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ７ の 態 様 の 電 源 装 置 は 、 シ ー ト ヒ ー タ ー が 、 連 結 シ ー ト 部 に 縫 着 し て な る ヒ  
ー タ ー 線 を 備 え 、 連 結 シ ー ト 部 に 縫 着 し て な る ヒ ー タ ー 線 と 加 温 シ ー ト 部 の ヒ ー タ ー 線 を  
連 続 す る ヒ ー タ ー 線 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 の 電 源 装 置 は 、 複 数 の 加 温 シ ー ト 部 を 連 結 シ ー ト 部 で 連 結 し て 、 加 温 シ ー ト 部 と 連  
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結 シ ー ト 部 を 一 体 構 造 と す る シ ー ト ヒ ー タ ー を 、 安 価 に 多 量 生 産 し な が ら 、 複 数 の 加 温 シ  
ー ト 部 を 確 実 に 電 気 接 続 し て 信 頼 性 を 向 上 し 、 ヒ ー タ ー 線 の 断 線 等 の 故 障 を 有 効 に 防 止 で  
き る 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ８ の 態 様 の 電 源 装 置 は 、 電 池 ブ ロ ッ ク を 収 納 し て な る 電 池 ケ ー ス を 備 え 、 電  
池 ケ ー ス と 加 温 シ ー ト 部 と の 間 に ク ッ シ ョ ン シ ー ト を 配 置 し 、 ク ッ シ ョ ン シ ー ト が 加 温 シ  
ー ト 部 を 負 極 リ ー ド 板 に 弾 性 的 に 押 圧 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の 電 源 装 置 は 、 加 温 シ ー ト 部 を 確 実 に 安 定 し て リ ー ド 板 に 熱 結 合 状 態 に 配 置 し て 、  
シ ー ト ヒ ー タ ー で も っ て 、 全 て の 電 池 セ ル の 温 度 む ら を 少 な く し て 均 等 に 加 温 で き る 特 徴  
が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ９ の 態 様 の 電 源 装 置 は 、 電 池 ブ ロ ッ ク の 両 面 に シ ー ト ヒ ー タ ー を 配 置 し 、 各  
々 の コ ア モ ジ ュ ー ル の 負 極 リ ー ド 板 に 加 温 シ ー ト 部 を 積 層 し 、 全 て の 電 池 セ ル の 負 極 側 に  
対 向 し て 加 温 シ ー ト 部 を 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の 電 源 装 置 は 、 電 池 ブ ロ ッ ク を 両 面 か ら 加 温 し て 、 各 々 の 電 池 セ ル の 温 度 ム ラ を 少  
な く し て 加 温 で き る 特 徴 が あ る 。 ま た 、 以 上 の 電 源 装 置 は 、 電 池 ブ ロ ッ ク の 両 面 に シ ー ト  
ヒ ー タ ー を 配 置 す る の で 、 多 数 の 電 池 セ ル か ら な る 電 池 ブ ロ ッ ク を 効 率 よ く 加 温 で き る 特  
徴 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ ０ の 態 様 の 電 源 装 置 は 、 電 池 セ ル を 円 筒 形 電 池 と し て い る 。
　 以 上 の 電 源 装 置 は 、 電 池 ブ ロ ッ ク を 構 成 す る 円 筒 形 電 池 を 高 い 安 全 性 を 確 保 し て 、 速 や  
か に 加 温 で き る 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ な い し 図 ３ に 示 す 電 源 装 置 は 、 た と え ば 、 基 地 局 等 の よ う に 屋 外 に 設 置 さ れ る 電 気  
機 器 に 使 用 さ れ る 電 源 装 置 で あ っ て 、 使 用 環 境 が 低 温 と な る 用 途 に 適 し て い る 。 し た が っ  
て 、 低 温 か ら 高 温 ま で 、 た と え ば － ３ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ の 外 部 温 度 で 使 用 さ れ る 。 ま た 、 屋 外  
用 の 電 源 装 置 は 、 優 れ た 耐 久 性 と 強 度 も 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ な い し 図 ３ に 示 す 電 源 装 置 １ ０ ０ は 、 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ を 電 池 ケ ー ス ２ ０ に 収 納 し  
て 、 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ を 構 成 す る 電 池 セ ル １ を 加 温 す る シ ー ト ヒ ー タ ー ３ を 電 池 ケ ー ス ２  
０ の 内 側 に 配 置 し て い る 。 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 複 数 の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ に 分 割 さ れ て 、  
各 々 の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ は 、 複 数 の 電 池 セ ル １ を 備 え る 。 さ ら に 、 こ の コ ア モ ジ ュ ー ル ９  
は 、 複 数 の 電 池 セ ル １ を 互 い に 平 行 姿 勢 に 配 置 し て 、 複 数 の 電 池 セ ル １ の 負 極 １ Ｂ を 同 一  
平 面 に 配 置 し て い る 負 極 表 面 ９ Ｂ と 、 複 数 の 電 池 セ ル １ の 正 極 １ Ａ を 同 一 平 面 に 配 置 し て  
い る 正 極 表 面 ９ Ａ と を 対 向 面 に 配 置 し て い る 。 さ ら に ま た 、 コ ア モ ジ ュ ー ル ９ は 、 負 極 表  
面 ９ Ｂ と 正 極 表 面 ９ Ａ に リ ー ド 板 ２ を 配 置 し て 、 負 極 表 面 ９ Ｂ の 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ は 、 複  
数 の 電 池 セ ル １ の 負 極 １ Ｂ に 接 続 し て 、 正 極 表 面 ９ Ａ の 正 極 リ ー ド 板 ２ Ａ は 、 複 数 の 電 池  
セ ル １ の 正 極 １ Ａ に 接 続 さ れ て 、 電 池 セ ル １ を 並 列 に 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 負 極 表 面 ９ Ｂ と 正 極 表 面 ９ Ａ と を 交 互 に 同 一 平 面 に 位 置 す る 配 列  
で 、 複 数 の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ を 配 置 し て い る 。 こ の 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 負 極 表 面 ９ Ｂ の  
間 に は 正 極 表 面 ９ Ａ が 配 置 さ れ 、 正 極 表 面 ９ Ａ の 間 に は 負 極 表 面 ９ Ｂ が 配 置 さ れ る よ う に  
、 複 数 の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ を 配 置 し て い る 。 コ ア モ ジ ュ ー ル ９ は 、 負 極 表 面 ９ Ｂ と 正 極 表  
面 ９ Ａ と が 細 長 い 形 状 と な る よ う に 複 数 の 電 池 セ ル １ を リ ー ド 板 ２ で 連 結 し て い る 。 図 ４  
の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ は 、 複 数 の 電 池 セ ル １ を 多 段 多 列 に 配 置 し て 、 負 極 表 面 ９ Ｂ と 正 極 表  
面 ９ Ａ を 細 長 い 形 状 と し て い る 。 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 複 数 の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ を 、 細 長  
い 負 極 表 面 ９ Ｂ と 正 極 表 面 ９ Ａ と が 互 い に 平 行 と な る よ う に 並 べ て い る 。 コ ア モ ジ ュ ー ル  
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９ は 、 負 極 表 面 ９ Ｂ に １ 枚 の 金 属 板 か ら な る 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ を 配 置 し 、 正 極 表 面 ９ Ａ に  
は １ 枚 の 金 属 板 か ら な る 正 極 リ ー ド 板 ２ Ａ を 配 置 し て 、 電 池 セ ル １ の 負 極 １ Ｂ を 負 極 リ ー  
ド 板 ２ Ｂ に 、 正 極 １ Ａ を 正 極 リ ー ド 板 ２ Ａ に 溶 着 し て 、 全 て の 電 池 セ ル １ を 負 極 リ ー ド 板  
２ Ｂ と 正 極 リ ー ド 板 ２ Ａ で 並 列 に 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 多 数 の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ を 備 え る 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 コ ア モ ジ ュ ー ル ９ を 多 段 多 列 に  
配 置 し て い る 。 図 ５ の 平 面 図 に 示 す 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 １ ４ 個 の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ を ２  
つ の 列 と 、 ７ つ の 行 に 配 置 し て 、 ２ 列 の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ の 間 に は ス ペ ー ス １ １ を 設 け て  
い る 。 各 列 に 配 置 さ れ た ７ つ の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ は 、 正 極 リ ー ド 板 ２ Ａ と 負 極 リ ー ド 板 ２  
Ｂ を 直 列 に 接 続 し て 、 互 い に 直 列 に 接 続 し て い る 。 各 列 の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ は 、 負 極 リ ー  
ド 板 ２ Ｂ と 正 極 リ ー ド 板 ２ Ａ を 交 互 に 配 置 し て い る の で 、 隣 の リ ー ド 板 ２ を 接 続 し て コ ア  
モ ジ ュ ー ル ９ を 直 列 に 接 続 で き る 。 ２ 列 の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ は 、 互 い に 直 列 又 は 並 列 に 接  
続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 に お い て 上 下 ２ 列 に 配 置 し て い る コ ア モ ジ ュ ー ル ９ は 、 上 列 の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ と 下  
列 の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ を 、 負 極 表 面 ９ Ｂ と 正 極 表 面 ９ Ａ と を 千 鳥 に 配 置 し て 、 上 列 コ ア モ  
ジ ュ ー ル ９ の 負 極 表 面 ９ Ｂ の 間 に は 下 列 コ ア モ ジ ュ ー ル ９ の 負 極 表 面 ９ Ｂ を 配 置 し て 、 上  
列 コ ア モ ジ ュ ー ル ９ の 正 極 表 面 ９ Ａ の 間 に は 下 列 コ ア モ ジ ュ ー ル ９ の 正 極 表 面 ９ Ａ を 配 置  
し て い る 。 図 ４ と 図 ５ に 示 す よ う に 、 コ ア モ ジ ュ ー ル ９ の 負 極 表 面 ９ Ｂ を 千 鳥 に 配 置 す る  
電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 シ ー ト ヒ ー タ ー ３ で 加 温 さ れ る 負 極 表 面 ９ Ｂ を 、 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０  
の 全 面 に 均 等 に 分 散 し て 配 置 し て 、 全 体 の 電 池 セ ル １ を 均 等 に 加 温 で き る 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 シ ー ト ヒ ー タ ー ３ は 、 図 ６ ～ 図 ８ に 示 す よ う に 、 不 織 布 製 の 基 材 シ ー ト ４ と 、 基 材 シ ー  
ト ４ に 縫 着 し て い る ヒ ー タ ー 線 ５ と 、 ヒ ー タ ー 線 ５ を 保 護 す る 絶 縁 シ ー ト ６ と を 備 え る 。  
基 材 シ ー ト ４ と 絶 縁 シ ー ト ６ は 、 た と え ば 、 プ ラ ス チ ッ ク 繊 維 を 立 体 的 に 方 向 性 な く 集 合  
し て い る 可 撓 性 と ク ッ シ ョ ン 性 の あ る 不 織 布 で あ る 。 ヒ ー タ ー 線 ５ は 、 表 面 を 絶 縁 皮 膜 で  
絶 縁 し て い る 可 撓 性 の あ る 抵 抗 線 で 、 基 材 シ ー ト ４ の 表 面 に 、 所 定 の 形 状 に 縫 着 さ れ て い  
る 。 シ ー ト ヒ ー タ ー ３ は 、 ヒ ー タ ー 線 ５ を 基 材 シ ー ト ４ に 縫 着 す る 形 状 で 、 部 分 的 な 加 温  
状 態 を 調 整 で き る 。 ヒ ー タ ー 線 ５ を 最 適 な パ タ ー ン に 縫 着 し て 単 位 面 積 の 発 熱 量 を 大 き く  
で き る か ら で あ る 。 し た が っ て 、 ヒ ー タ ー 線 ５ は 、 各 々 の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ の 電 池 セ ル １  
を 均 等 に 加 温 で き る よ う に 、 基 材 シ ー ト ４ に 縫 着 さ れ る 。 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 電 池 ケ ー  
ス ２ ０ で 冷 却 さ れ て 、 外 周 部 の 温 度 が 中 央 部 よ り も 低 く な る の で 、 シ ー ト ヒ ー タ ー ３ は 、  
電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ の 外 周 部 を 中 央 部 よ り も 密 な ヒ ー タ ー パ タ ー ン に 縫 着 し て 、 加 温 さ れ る  
全 て の 電 池 セ ル １ の 温 度 差 を 小 さ く し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 シ ー ト ヒ ー タ ー ３ は 、 電 池 セ ル １ の 正 極 １ Ａ 側 の 対 向 位 置 に は 配 置 さ れ ず 、 負 極 １ Ｂ 側  
の 片 面 に の み 配 置 さ れ て 、 リ ー ド 板 ２ を 介 し て 電 池 セ ル １ に 熱 結 合 さ れ て 、 電 池 セ ル １ を  
負 極 １ Ｂ 側 か ら 加 温 す る 。 正 極 １ Ａ 側 を 加 温 す る こ と な く 負 極 １ Ｂ 側 を 加 温 す る シ ー ト ヒ  
ー タ ー ３ は 、 コ ア モ ジ ュ ー ル ９ の 片 面 の 負 極 表 面 ９ Ｂ 側 で あ っ て 、 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ の 表  
面 に 熱 結 合 し て 積 層 さ れ る 。 こ の シ ー ト ヒ ー タ ー ３ は 、 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ を 介 し て 、 各 々  
の 電 池 セ ル １ を 一 方 の 端 部 で あ る 負 極 １ Ｂ 側 か ら 加 温 し て 、 電 池 セ ル １ を 外 装 缶 の 底 面 か  
ら 加 温 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ に 示 す 電 源 装 置 １ ０ ０ は 、 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ の 表 面 に 、 １ 枚 の シ ー ト ヒ ー タ ー ３ を  
配 置 し て 、 各 コ ア モ ジ ュ ー ル ９ の 電 池 セ ル １ を 負 極 １ Ｂ 側 か ら 加 温 す る 。 こ の シ ー ト ヒ ー  
タ ー ３ は 、 図 ６ ～ 図 ８ に 示 す よ う に 、 各 々 の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ の 負 極 表 面 ９ Ｂ の 対 向 位 置  
に 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ を 設 け て 、 隣 の 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ を 連 結 シ ー ト 部 ３ Ｂ で 連 結 し て い る  
。 シ ー ト ヒ ー タ ー ３ は 、 各 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ を 各 コ ア モ ジ ュ ー ル ９ の 負 極 表 面 ９ Ｂ に 対 向  
し て 配 置 し て 、 電 池 セ ル １ を 負 極 １ Ｂ 側 か ら 加 温 す る 。 連 結 シ ー ト 部 ３ Ｂ は 、 コ ア モ ジ ュ  
ー ル ９ の 正 極 表 面 ９ Ａ の 対 向 位 置 に 配 置 さ れ て 、 正 極 表 面 ９ Ａ か ら 絶 縁 し て 配 置 さ れ る 。  
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シ ー ト ヒ ー タ ー ３ は 、 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ を 連 結 シ ー ト 部 ３ Ｂ で 連 結 し て 、 全 体 を １ 枚 の シ  
ー ト 状 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ 枚 の シ ー ト 状 と す る シ ー ト ヒ ー タ ー ３ は 、 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ と 連 結 シ ー ト 部 ３ Ｂ と を  
一 体 構 造 と す る の で 、 従 来 の シ ー ト ヒ ー タ ー の よ う に 、 複 数 の 加 温 シ ー ト 部 を リ ー ド 線 で  
接 続 す る 必 要 が な い 。 加 温 シ ー ト 部 を リ ー ド 線 で 接 続 し て い る シ ー ト ヒ ー タ ー は 、 各 々 の  
加 温 シ ー ト 部 の ヒ ー タ ー 線 に リ ー ド 線 を 接 続 し 、 こ の リ ー ド 線 を 介 し て 隣 の 加 温 シ ー ト 部  
を 電 気 接 続 す る の で 、 ヒ ー タ ー 線 と リ ー ド 線 と の 接 続 に 手 間 が か か っ て 、 製 造 能 率 が 悪 く  
な っ て 製 造 コ ス ト が 高 く な り 、 さ ら に ヒ ー タ ー 線 と リ ー ド 線 と の 接 続 部 が 断 線 し や す い 等  
の 欠 点 が あ る 。 こ れ に 対 し て 、 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ と 連 結 シ ー ト 部 ３ Ｂ と を 一 体 構 造 と す る  
一 体 型 の シ ー ト ヒ ー タ ー ３ は 、 ヒ ー タ ー 線 ５ と リ ー ド 線 と の 接 続 構 造 を 排 除 し て 、 １ 枚 の  
基 材 シ ー ト ４ の 表 面 に 、 所 定 の ヒ ー タ ー パ タ ー ン に ヒ ー タ ー 線 ５ を 縫 着 し 、 そ の 後 、 基 材  
シ ー ト ４ を 裁 断 し て 大 幅 に コ ス ト ダ ウ ン し て 、 能 率 よ く 多 量 生 産 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 、 基 材 シ ー ト ４ に ヒ ー タ ー 線 ５ を 所 定 の パ タ ー ン に 縫 着 し て い る 一 体 型 の シ ー ト  
ヒ ー タ ー ３ は 、 放 熱 し や す い 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ の 外 側 部 分 は 、 ヒ ー タ ー パ タ ー ン を 密 に し  
て 発 熱 量 を 増 や し 、 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ の 内 側 や 、 発 熱 部 品 を 配 置 し て い る 近 傍 は 、 ヒ ー タ  
ー パ タ ー ン を 疎 に 配 置 し て 発 熱 量 を 減 ら し 、 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ 全 体 の 温 度 を 均 一 に 近 づ け  
る こ と が で き る 。 複 数 の 加 温 シ ー ト 部 を リ ー ド 線 で 接 続 し て い る 従 来 の シ ー ト ヒ ー タ ー は  
、 ヒ ー タ ー パ タ ー ン が 異 な る 複 数 の 加 温 シ ー ト 部 を 別 々 に 製 造 し 、 ヒ ー タ ー パ タ ー ン が 異  
な る 加 温 シ ー ト 部 を リ ー ド 線 で 接 続 し て 製 造 す る の で 、 形 状 が 異 な る 特 定 の 加 温 シ ー ト 部  
を 選 択 し て 特 定 の 位 置 に 配 置 す る よ う に 、 リ ー ド 線 で 接 続 し て 、 各 々 の 加 温 シ ー ト 部 の 設  
置 位 置 を 規 定 し 、 ヒ ー タ ー パ タ ー ン が 異 な る 加 温 シ ー ト 部 を 正 確 な 位 置 に 設 置 す る 必 要 が  
あ る の で 、 製 造 工 程 に さ ら に 手 間 が か か る 欠 点 が あ っ た が 、 基 材 シ ー ト ４ に ヒ ー タ ー 線 ５  
を 縫 着 し 、 そ の 後 、 裁 断 し て 製 造 さ れ る 一 体 型 の シ ー ト ヒ ー タ ー ３ は 、 基 材 シ ー ト ４ の 特  
定 の 位 置 に 特 定 の ヒ ー タ ー パ タ ー ン で ヒ ー タ ー 線 ５ を 縫 着 し て 裁 断 す る の で 、 形 状 が 異 な  
る ヒ ー タ ー パ タ ー ン を 間 違 え る 事 な く 正 確 な 位 置 に 配 置 し て 能 率 よ く 最 適 設 計 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ は 、 そ の 外 形 を 、 コ ア モ ジ ュ ー ル ９ の 負 極 表 面 ９ Ｂ の 外 形 、 あ る い は  
負 極 表 面 ９ Ｂ に 溶 着 し て い る 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ の 外 形 に ほ ぼ 等 し く し 、 全 て の 負 極 リ ー ド  
板 ２ Ｂ を 均 等 に 加 温 す る 。 図 ３ ～ 図 ５ の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ は 負 極 表 面 ９ Ｂ を 細 長 い 形 状 と  
し て い る の で 、 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ の 外 形 も 細 長 い 形 状 と し て い る 。 細 長 い 加 温 シ ー ト 部 ３  
Ａ は 、 長 手 方 向 の 両 端 部 を 連 結 シ ー ト 部 ３ Ｂ で 連 結 し て 、 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ と 連 結 シ ー ト  
部 ３ Ｂ と を １ 枚 の シ ー ト ヒ ー タ ー ３ で 構 成 し て い る 。 こ の シ ー ト ヒ ー タ ー ３ は 、 細 長 い 加  
温 シ ー ト 部 ３ Ａ の 両 端 部 を 連 結 シ ー ト 部 ３ Ｂ で 連 結 す る の で 、 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ の 表 面 の  
定 位 置 に セ ッ ト す る と き に 、 各 々 の 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ を コ ア モ ジ ュ ー ル ９ の 負 極 表 面 ９ Ｂ  
に 正 確 に 位 置 ず れ な く 配 置 で き る 特 徴 が あ る 。 ま た 、 複 数 の 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ と 連 結 シ ー  
ト 部 ３ Ｂ と か ら な る シ ー ト ヒ ー タ ー ３ を 能 率 よ く 多 量 生 産 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ は 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ に 積 層 さ れ て 、 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ を 加 温 す る 。 連  
結 シ ー ト 部 ３ Ｂ は 、 正 極 表 面 ９ Ａ と の 間 に 絶 縁 隙 間 １ ２ を 設 け て 配 置 さ れ て 、 正 極 リ ー ド  
板 ２ Ａ か ら 絶 縁 し て 配 置 さ れ る 。 絶 縁 隙 間 １ ２ は 、 絶 縁 材 １ ３ を 配 置 し て よ り 確 実 に 連 結  
シ ー ト 部 ３ Ｂ と 正 極 表 面 ９ Ａ と を 絶 縁 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 連 結 シ ー ト 部 ３ Ｂ は 、 ヒ ー タ ー 線 ５ を 連 結 し て 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ を 接 続 し て い る が 、 必  
ず し も 両 方 の 連 結 シ ー ト 部 ３ Ｂ に ヒ ー タ ー 線 ５ を 設 け る 必 要 は な い 。 全 て の 加 温 シ ー ト 部  
３ Ａ の ヒ ー タ ー 線 ５ を 直 列 に 接 続 す る シ ー ト ヒ ー タ ー ３ は 、 １ 本 の ヒ ー タ ー 線 ５ で 全 て の  
加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ を 加 温 で き る か ら で あ る 。 ヒ ー タ ー 線 ５ を 連 結 し て い な い 連 結 シ ー ト 部  
３ Ｂ は 、 正 極 表 面 ９ Ａ か ら 絶 縁 す る 必 要 は な い の で 、 こ の 連 結 シ ー ト 部 ３ Ｂ は 、 必 ず し も  
正 極 表 面 ９ Ａ と の 間 に 絶 縁 隙 間 １ ２ や 絶 縁 材 １ ３ を 設 け る 必 要 は な い 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 シ ー ト ヒ ー タ ー ３ の 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ク ッ シ ョ ン シ ー ト ７ を 介  
し て 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ の 表 面 に 弾 性 的 に 押 圧 さ れ て 、 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ を 効 率 よ く 均 一 に  
加 温 す る 。 ク ッ シ ョ ン シ ー ト ７ は 、 絶 縁 材 で あ る 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム 等 の 軟 質 プ ラ ス チ  
ッ ク 発 泡 体 の 弾 性 シ ー ト が 適 し て い る 。 た だ 、 押 圧 し て 弾 性 変 形 す る ゴ ム 状 弾 性 の シ ー ト  
も 使 用 で き る 。 ク ッ シ ョ ン シ ー ト ７ は 、 押 圧 し な い 状 態 で は 、 電 池 ケ ー ス ２ ０ と 負 極 リ ー  
ド 板 ２ Ｂ の 間 隔 よ り も 厚 い シ ー ト で 、 電 池 ケ ー ス ２ ０ と 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ に 挟 ま れ て 押 し  
潰 さ れ た 状 態 で 、 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ を 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ に 弾 性 的 に 押 圧 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ク ッ シ ョ ン シ ー ト ７ は 、 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ の 外 形 に ほ ぼ 等 し い 外 形 で 、 負 極 リ ー ド 板 ２  
Ｂ と 対 向 す る 表 面 に の み 積 層 さ れ て 、 正 極 リ ー ド 板 ２ Ａ と 対 向 す る 表 面 に は 積 層 さ れ な い  
。 こ の 構 造 は 、 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ を 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ に 弾 性 的 に 押 圧 し な が ら 、 電 池 ケ ー  
ス ２ ０ と 正 極 リ ー ド 板 ２ Ａ と の 間 に は 、 電 池 セ ル １ の 正 極 １ Ａ 側 に 設 け た 排 出 弁 （ 図 示 せ  
ず ） か ら の 放 出 ガ ス を 排 気 す る 隙 間 １ ４ を 設 け る こ と が で き る 。 ま た 、 ク ッ シ ョ ン シ ー ト  
７ が 吸 水 し て 、 吸 水 し た 水 分 が 、 電 池 セ ル １ の 正 極 １ Ａ 側 を シ ョ ー ト さ せ る 弊 害 も 防 止 で  
き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 電 池 ケ ー ス ２ ０ は 、 図 １ と 図 ２ に 示 す よ う に 、 中 間 ケ ー ス ２ １ の 上 方 開 口 部 を 上 面 プ レ  
ー ト ２ ２ で 閉 塞 し 、 下 方 開 口 部 を 下 面 プ レ ー ト ２ ３ で 閉 塞 し て 、 内 部 に 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０  
を 収 納 し て い る 。 中 間 ケ ー ス ２ １ 、 上 面 プ レ ー ト ２ ２ 、 及 び 下 面 プ レ ー ト ２ ３ は 金 属 製 で  
、 ネ ジ 止 め 等 の 構 造 で 連 結 さ れ て 、 内 部 を 閉 鎖 構 造 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 電 池 ホ ル ダ ー ８ に 設 け た 保  
持 部 に 電 池 セ ル １ を 配 置 し て 、 複 数 の 電 池 セ ル １ を 定 位 置 に 配 置 し て い る 。 電 池 ホ ル ダ ー  
８ は 絶 縁 材 の プ ラ ス チ ッ ク を 成 形 し て 製 作 さ れ る の で 、 コ ア モ ジ ュ ー ル ９ の 周 囲 は 電 池 ホ  
ル ダ ー ８ で 絶 縁 さ れ た 状 態 と な る 。 コ ア モ ジ ュ ー ル ９ は 、 周 囲 を 電 池 ホ ル ダ ー ８ で 絶 縁 し  
て い る が 、 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ と 正 極 リ ー ド 板 ２ Ａ を 配 置 し て い る 面 は 、 導 電 部 が 露 出 し て  
い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 電 池 ケ ー ス ２ ０ は 、 上 面 プ レ ー ト ２ ２ と 下 面 プ レ ー ト ２ ３ の 内 面 に 、 絶 縁 材 の プ ラ ス チ  
ッ ク 板 な ど の 絶 縁 プ レ ー ト １ ５ を 配 置 し て い る 。 こ の 構 造 の 電 源 装 置 １ ０ ０ は 、 絶 縁 プ レ  
ー ト １ ５ で 上 面 プ レ ー ト ２ ２ の 内 面 と 下 面 プ レ ー ト ２ ３ の 内 面 を 絶 縁 し て 、 負 極 リ ー ド 板  
２ Ｂ と 正 極 リ ー ド 板 ２ Ａ が 金 属 製 の 電 池 ケ ー ス ２ ０ に 接 触 す る の を 防 止 で き る 。 中 間 ケ ー  
ス ２ １ の 上 下 の 開 口 部 を 閉 塞 す る 絶 縁 プ レ ー ト １ ５ は 、 図 ２ の 斜 視 図 に 示 す よ う に 、 外 周  
縁 に Ｖ 字 状 に 折 り 曲 げ し た 弾 性 折 り 曲 げ 部 １ ５ Ａ を 設 け 、 こ の 弾 性 折 り 曲 げ 部 １ ５ Ａ を 、  
中 間 ケ ー ス ２ １ の 周 壁 ２ ４ と 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ と の 隙 間 に 挿 入 し て 、 中 間 ケ ー ス ２ １ の 開  
口 部 を 隙 間 な く 閉 塞 で き る 。 中 間 ケ ー ス ２ １ の 開 口 部 を 閉 塞 す る 電 源 装 置 １ ０ ０ は 、 シ ー  
ト ヒ ー タ ー ３ で 加 温 さ れ た 空 気 が 外 部 に 漏 れ て 循 環 す る の を 防 止 し て 、 シ ー ト ヒ ー タ ー ３  
に よ る 電 池 セ ル １ の 加 温 効 率 を 高 く で き 、 さ ら に 加 温 さ れ た 内 部 空 気 を 介 し て 全 て の 電 池  
セ ル １ を 均 等 に 加 温 で き る 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 の 電 源 装 置 １ ０ ０ は 、 以 下 の 工 程 で 組 み 立 て ら れ る 。
１ ． 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ の 製 造 工 程
　 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 電 池 ホ ル ダ ー ８ の 定 位 置 に 電 池 セ ル １ を セ ッ ト し た 後 、 各 々 の 電 池 セ  
ル １ の 負 極 １ Ｂ に 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ を 、 正 極 １ Ａ に は 正 極 リ ー ド 板 ２ Ａ を 溶 着 し て 電 池 ブ  
ロ ッ ク １ ０ を 製 造 す る 。
　 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 複 数 の コ ア モ ジ ュ ー ル ９ に 分 割 し て い る の で 、 各 々 の コ ア モ ジ ュ  
ー ル ９ は 、 電 池 セ ル １ の 負 極 １ Ｂ 側 に は 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ を 溶 着 し て 、 正 極 １ Ａ 側 に は 正  
極 リ ー ド 板 ２ Ａ が 溶 着 さ れ る 。 隣 接 す る コ ア モ ジ ュ ー ル ９ は 、 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ と 正 極 リ  
ー ド 板 ２ Ａ と が 交 互 に 配 置 し て い る が 、 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ と 正 極 リ ー ド 板 ２ Ａ と を リ ー ド  
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板 ２ で 接 続 し て 直 列 に 接 続 さ れ る 。 た だ 、 隣 接 す る コ ア モ ジ ュ ー ル ９ の 反 対 側 の リ ー ド 板  
２ を 接 続 し て 、 隣 接 す る コ ア モ ジ ュ ー ル ９ を 並 列 に 接 続 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
２ ． 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ に 、 シ ー ト ヒ ー タ ー ３ を 積 層 す る 工 程
　 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ の 表 面 に シ ー ト ヒ ー タ ー ３ を 配 置 す る 。 シ ー ト ヒ ー タ ー ３ は 、 両 面 テ  
ー プ （ 図 示 せ ず ） で 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ を 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ に 接 合 し て 、 連 結 シ ー ト 部 ３ Ｂ  
を 正 極 リ ー ド 板 ２ Ａ に 絶 縁 し て 対 向 す る 位 置 に 配 置 す る 。 シ ー ト ヒ ー タ ー ３ は 、 各 々 の 加  
温 シ ー ト 部 ３ Ａ を 負 極 リ ー ド 板 ２ Ｂ に 対 向 し て 位 置 ず れ し な い よ う に 接 合 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
３ ． 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ に ク ッ シ ョ ン シ ー ト ７ を 接 合 す る 工 程
　 シ ー ト ヒ ー タ ー ３ の 加 温 シ ー ト 部 ３ Ａ の 表 面 に 、 両 面 接 着 テ ー プ （ 図 示 せ ず ） を 介 し て  
ク ッ シ ョ ン シ ー ト ７ を 接 合 す る 。 ク ッ シ ョ ン シ ー ト ７ も 位 置 ず れ し な い よ う に 、 加 温 シ ー  
ト 部 ３ Ａ の 表 面 に 接 合 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
４ ． 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ を 電 池 ケ ー ス ２ ０ に 挿 入 す る 工 程
　 下 面 プ レ ー ト ２ ３ の 内 面 に 絶 縁 プ レ ー ト １ ５ を 配 置 す る 状 態 で 、 中 間 ケ ー ス ２ １ の 下 方  
開 口 部 を 下 面 プ レ ー ト ２ ３ で 閉 塞 す る 。 下 面 プ レ ー ト ２ ３ は 、 た と え ば 、 ネ ジ 止 め し て 中  
間 ケ ー ス ２ １ に 固 定 さ れ る 。 下 方 開 口 部 が 下 面 プ レ ー ト ２ ３ で 閉 塞 さ れ た 中 間 ケ ー ス ２ １  
に 、 シ ー ト ヒ ー タ ー ３ と ク ッ シ ョ ン シ ー ト ７ を 接 合 し て い る 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ を 挿 入 し て  
定 位 置 に 配 置 す る 。 そ の 後 、 電 池 ブ ロ ッ ク １ ０ の 上 に 絶 縁 プ レ ー ト １ ５ を 配 置 し て 、 絶 縁  
プ レ ー ト １ ５ の 外 周 に 設 け て い る 弾 性 折 り 曲 げ 部 １ ５ Ａ を 中 間 ケ ー ス ２ １ の 周 壁 ２ ４ と 電  
池 ブ ロ ッ ク １ ０ の 間 に 挿 入 す る 。
　 そ の 後 、 中 間 ケ ー ス ２ １ に 上 面 プ レ ー ト ２ ２ を 固 定 し て 、 中 間 ケ ー ス ２ １ の 上 方 開 口 部  
を 上 面 プ レ ー ト ２ ２ で 閉 塞 す る 。 上 面 プ レ ー ト ２ ３ は 、 た と え ば 、 ネ ジ 止 め し て 中 間 ケ ー  
ス ２ １ に 固 定 さ れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 は 、 低 温 環 境 で 電 池 セ ル を 加 温 す る シ ー ト ヒ ー タ ー を 備 え る 電 源 装 置 で あ っ て 、  
た と え ば 、 基 地 局 等 の 屋 外 に 設 置 さ れ る 電 気 機 器 の よ う に 、 使 用 環 境 が 低 温 と な る 用 途 で  
使 用 さ れ る 電 気 機 器 用 の 電 源 装 置 と し て 好 適 に 使 用 さ れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
１ ０ ０ … 電 源 装 置
１ … 電 池 セ ル
１ Ａ … 正 極
１ Ｂ … 負 極
２ … リ ー ド 板
２ Ａ … 正 極 リ ー ド 板
２ Ｂ … 負 極 リ ー ド 板
３ … シ ー ト ヒ ー タ ー
３ Ａ … 加 温 シ ー ト 部
３ Ｂ … 連 結 シ ー ト 部
４ … 基 材 シ ー ト
５ … ヒ ー タ ー 線
６ … 絶 縁 シ ー ト
７ … ク ッ シ ョ ン シ ー ト
８ … 電 池 ホ ル ダ ー
９ … コ ア モ ジ ュ ー ル
９ Ａ … 正 極 表 面
９ Ｂ … 負 極 表 面
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１ ０ … 電 池 ブ ロ ッ ク
１ １ … ス ペ ー ス
１ ２ … 絶 縁 隙 間
１ ３ … 絶 縁 材
１ ４ … 隙 間
１ ５ … 絶 縁 プ レ ー ト
１ ５ Ａ … 弾 性 折 り 曲 げ 部
２ ０ … 電 池 ケ ー ス
２ １ … 中 間 ケ ー ス
２ ２ … 上 面 プ レ ー ト
２ ３ … 下 面 プ レ ー ト
２ ４ … 周 壁
９ ０ … 電 池 ブ ロ ッ ク
９ １ … 電 池 セ ル
９ ２ … リ ー ド 板
９ ３ … シ ー ト ヒ ー タ ー
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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